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はじめに

朝鮮民主主義人民共和国（以下，北朝鮮と略す）

に関する1978年以降の耕作動向をみると，韓国に

関する特作ほど顕著ではないものの，その数が年

々ふえていることは確実である。北朝鮮に関する

著作の多くは，政治，外交，南北関係の分野に屈

するが， とくに金日成主席の後継者問題，：：：：こ者会

談提案と南北対話，それに対中，対ソ関係の変化

などに強い関心を示した。経済関係の秤作も徐々

にふえており，北朝鮮経済の評価，今後の行方を

めぐって議論が活発化してきた。

しかし，専門的な研究という観点からみると，

各分野とも特作はそれほど多くはない。本稿で

は，レビューの対象を紙幅の関係で経済分野に限

定するが，北朝鮮経済に関する研究は資料面から

の制約が大きい。経済統計がほとんど公表され

ず，発表される数字も指数または増加率が中心で

実数はきわめて少ない。こうした市情は，北朝鮮

経済に関する実証的な研究への大きな障害となっ

ており，また若手の研究者の参入を結果的に難し

くしている。この点は，諸外国での北朝鮮研究状

況においても同様のようである。

I 経済全般

北朝鮮経済の全般的な問題として現段階がどの

ような発展段階にあるのだろうか。北朝鮮経済の

発展過程と理論問題を総括的に扱ったものとして

は，高昇孝〔16〕，および現代朝鮮間題講座編集委

凶会編の『講座』〔15)をまず挙げねばならない。

いずれも在13朝鮮人学者によるもので，この方面

の類害が少ないことからも重要な論著となってい

る。前者は， 「朝鮮における過渡期の理論が，中

国やソ連のそれとちがった際立った特徴の一つ

は，……過渡期とプロレタリア独裁の作用期間と

を切り離し，過渡期の歴史的期限・境界を規定し

ていることである」と述べ， 「社会主義の完全勝

利」，「無階級社会の実現」で過渡期が完了（プロ

レタリア独裁は継続）するという北朝鮮の公式見解

を敷iiiしている。こうした見地から， 「第2次7

））年Jt画が遂行されれば，朝鮮は発達した社会上

義工業国に成長し，……社会主義の完全勝利・無

階級社会の建設の過程も著しく促進される」と展

望した。後者も同じ見解である。だが，第2次7

カ年計画 (1978~84年）がすでに終了したいま，こ

うした認識が現実的であったといえるだろうか。

過渡期をめぐる理論問題については別の機会に

譲るとして，ここでは次に，北朝鮮経済の発展状

況をめぐって大きな見解の差があることを指摘し

なければならない。最も批判的な立場から玉城素

(35]は，北朝鮮経済が 6カ年計画 (1971~76年）

を終了した段階で「重大難局」を迎え， 「ひとつ
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の正念場にさしかかった」とみている。玉城はさ

らに〔36〕で第6回党大会の年である 1980年

に至って「危機が深刻化しつつある」と述べてい

る。

高瀬浄〔32〕は，「インワードな経済（国内産業主

導型）」を建前としてきた北朝鮮を「アウトワード

（怜出産業主導型）な発展パターン」をとってきた

韓国と比較しながら， 「閉鎖体系をとってきた諸

国」は「一つの大きな経済的岐路に立っているの

ではないか」と指摘している。高瀬はまた〔34〕

で，北朝鮮が「第2の創成期に入りつつある」と

しながらも，現在は「低成長時代」を迎えている

と述べ，工業生産の成長率漸減傾向に言及してい

る。高瀬はその原因として， 「（1）国防費の重圧，

(2)財政の硬直化，（3）原資の不足など」を挙げてい

る。

北朝鮮経済の現状を総体としてどのように見る

かは容易なことではない。量の面だけでなく質の

面あるいは構造の面が問われなければならないの

は当然である。しかしいずれの場合においても，

公表数字をどのように読むかが，建前で議論する

のか本音で議論するのかの別れ道になる。その点

について，高瀬は〔34〕で， 「情報管制された公

式統計は経済的発展をとらえる一応の目やすにな

っても，即経済実態を反映しているとはかぎらな

い」と注意を促している。たとえば井上周八[3,

4 Jには，そうした問題意識がまった＜欠落して

いるように見える。

II 部門別1廿J匙

まず工業については，生産の現状に対する評価

の問題がある。前述の『講座』 〔15〕は， 6カ年

計両の達成状況について， 「経済の全分野で 6カ

朝鮮民主主義人民共和国

年計画の課題はすべて達成された」と述べている

が，これは事実ではない。工業の主要分野にかぎ

っても，鉄鋼とセメントは公式発表によると「生

産能力」であって「生産実績」ではない。また，

直要部門である非鉄金属の実績は公表されず，目

標未達成であったと推定される。

第2次7カ年計画の工業の動向については，小

牧輝夫〔23〕， 〔訟ー1985年版〕がとり上げてい

る。 〔23〕は，工業生産増加率，工業部門基本建

設完工件数，同技術革新案採用件数，国家歳入増

加率の 4指標の動きから， 1980年代以降，工業部

門が不振となっていることを指摘し，問題を「従

来どおりの国内的努力と政治優先の枠内で打開す

ることは難しいであろう」と述べている。

次に農業についての問題に移ろう。北朝鮮が相

対的に不利な自然条件のなかで食糧自給のため穀

物の増産に非常な努力をし，長期的にみて大きな

成果をあげたことは事実であろう。前述の『講座』

〔15〕の関係論文，金己大〔11〕などが北朝鮮罠

業の発展を概観している。また，北朝鮮農業に

関する研究会での金己大，川田信一郎らの報告

〔9J,〔訟〕，〔18],〔3幻，〔47Jは，在H朝鮮人

専門家と H本(/)股業専門家が参加しての討論とと

もに，ユニークな内容となっている。ただいずれ

も，農業の中心である穀物生産の実態となると，

投種別の栽培面積，収獲量が公表されないため，

議涸にもどかしさがあることは否めない。とく

に，公表された穀物生産量と食糧需給の実態との

関係では，いっそうその感が強い。

敲後に，対外経済関係の分野をみておきたい。

北朝鮮の「自主的貿易政策」については，前述の

『講座』 〔15〕の関係論文，高瀬〔33]などに紹

介されている。しかし，実態分析では，河合弘

子［8〕，大山繁〔5〕が詳しい。
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貿易に関連して議論の的になったのは，いわゆ

る貿易代金支払い遅延問題である。この問題に対

し，前述の井上〔 3, 4〕や『講座』 〔15〕に代

表される主張は，（1）すでに解決しているか間もな

く解決される，（2）支払い能力に問題はない，（3）一

時的な外貨不足で国内経済とは関係がない，とい

うものであった。しかしその後の経過は，河合

〔8〕によると 1985年段階でも日本や西欧諸国と

の間でなお解決しておらず，そのため「貿易の縮

小傾向に歯止めがかけられずにいる」という。

おわりに

1984年以来，北朝鮮でも貿易の強化，合弁法の

制定など経済開放化への動きが始まり，これと従

来の自給を重んじる経済路線との関連が論じられ

ているが，今後さらに深められねばならないだろ

う。また，経済活性化のためには経済改革も不可

避と思われるが，北朝鮮の経済管理システムの比

較検討も重要な課題である。さらに，北朝鮮経済

に関して国民所得を始めとする数量的理解を進め

る必要もあり，誤りを恐れず大胆な推計がうち出

されることを期待したい。
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